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特
集
越
美
北
線
3
0
日
に
全
線
復
旧

記
念
式
典
や
催
し
で
祝
う

P
4
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う

P
6
6
月
は
環
境
月
間

P
8
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
な
ど

大きくなあれ

　

5月に結成された南部児童センター

キッズガーデンクラブメンバーによ

る初活動が5月7日に行われ、同セン

ターの畑や玄関先などに色とりどりの

花や野菜の植え付け作業を行いました。

広報紙の概要（携帯版）

http://www.city.ono.fukui.jp/mb/m-index.html



6月30日越美北線が全線復旧

今
こ
そ
乗
ろ
う
。
そ
し
て
残
そ
う

　

「
平
成
十
六
年
七
月
福
井
豪
雨
」
で
被
害
を
受
け
、
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
J
R
越
美
北
線
が
今
月
三
十
日
、
全
線
復
旧
し

ま
す
。
当
日
は
復
旧
を
祝
う
式
典
や
記
念
列
車
の
運
行
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

越
美
北
線
は
、
市
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
“
足
”
で
す
。

必
要
性
を
再
認
識
し
、
み
ん
な
で
乗
っ
て
残
し
ま
し
ょ
う
。

豪
雨
で
鉄
橋
流
失

　

突
然
の
大
雨
が
福

井
県
を
襲
っ
た
「
平

成
十
六
年
七
月
福
井

豪
雨
」
。
梅
雨
明
け

間
近
の
七
月
十
七
日

深
夜
か
ら
降
り
始
め

た
雨
は
、
翌
十
八
日

午
後
一
時
に
雨
量
が

百
三
十
ミ
リ
を
超
え
、

市
内
各
地
で
浸
水
な

ど
の
被
害
が
出
ま
し

た
。
宝
慶
寺
で
は
寺

院
裏
山
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
、
陸
上
自
衛
隊
や

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
土
砂
の
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
J
R
越
美
北
線
は

足
羽
川
に
架
か
る
鉄
橋
五
本
が
流

失
。
美
山
－
一
乗
谷
駅
間
が
不
通

と
な
り
、
美
山
－
越
前
東
郷
駅
間

は
代
行
バ
ス
に
よ
る
運
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
へ
の

復旧記念の式典・イベント案内

越美北線全線復旧記念式典

日程6月30日（土）

時間午前10時40分－11時50分

場所学びの里「めいりん」

内容越美北線の四季・フォトコンテスト入

賞者表彰や陸上自衛隊第10音楽隊によ

る演奏など

その他参加者に越前大野駅など5駅の記念入

場券セットを進呈（先着120人）

問生活防災課市民生活係（TEL66・1111内線461）

名水特産市

日程6月30日（土）、7月1日（日）

時間午前10時－午後4時（6月30日は午前9時30分－）

場所JR越前大野駅前ロータリーと駐車場

内容名水特産品を集めた物産市やミニSL

列車運行、ミニライブなど

その他イベント開催に伴い、開催期間中は駅

前ロータリーと市営駐車場への車両進

入禁止

問商工振興課商工労働係（TEL66・1111内線331）



乗
り
換
え
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
や
福
井
ま
で
の
乗
車
時
間
が

増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
利
用
者

も
激
減
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
県
な
ど
と
協
力
し
て

早
期
全
線
復
旧
を
求
め
る
要
望
書

を
J
R
西
日
本
に
提
出
し
た
ほ

か
、
定
期
券
な
ど
の
助
成
割
合
拡

充
や
通
学
者
へ
の
対
象
拡
大
な
ど

の
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
十
七
年
二
月
十
六
日
、

県
と
J
R
は
復
旧
工
事
に
関

す
る
基
本
合
意
書
を
締
結
し
、
今

日
ま
で
全
線
復
旧
に
向
け
た
工
事

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

記
念
列
車
運
行
な
ど

　

全
線
復
旧
す
る
六
月
三
十
日
、

J
R
で
は
、
ク
リ
ー
ム
色
と
赤
の

旧
国
鉄
色
に
塗
ら
れ
全
国
で
も
残

り
少
な
く
な
っ
た
車
両
で
あ
る
キ

ハ
2
8
、
キ
ハ
5
8
に
よ
る
記
念
列
車

お
く
え
つ
号
を
運
行
。
越
前
大
野

駅
で
は
出
発
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

沿
線
自
治
体
や
関
係
機
関
な
ど

で
構
成
す
る
「
越
美
北
線
と
乗
合

バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
」

で
は
復
旧
記
念
式
典
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
「
名
水
を
活
か
し
た

水
先
案
内
実
行
委
員
会
」
で
は
、

七
月
一
日
に
か
け
て
越
前
大
野
駅

前
を
会
場
に
名
水
特
産
市
を
開
催

し
ま
す
。

利
用
す
る
こ
と
が
大
切

全
線
復
旧
す
る
こ
と
で
、
乗
り
換
え
の

不
便
は
解
消
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
“
足
”

と
し
て
越
美
北
線
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
は
、
全
線
復
旧
後
の
利
用

状
況
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま

す
。
市
民
自
ら
が
積
極
的
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
定
期
券
な
ど
の
利
用
助

成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
越
前
大

野
駅
と
北
大
野
駅
に
無
料
の
駐
車

場
を
完
備
。
自
動
車
と
公
共
交
通

機
関
を
う
ま
く
利
用
し
て
目
的
地

へ
向
か
う
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
」

で
は
、
利
用
促
進
に
向
け
た
基
本

的
な
考
え
方
や
今
後
重
点
的
に
取

り
組
む
施
策
な
ど
を
定
め
た
五
カ

年
計
画
を
策
定
。
最
終
年
度
と
な

る
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
、
各
種

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
通
勤
や
通
学
で

の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
休
日
の
家

族
で
の
お
出
掛
け
な
ど
に
車
に
乗

ら
ず
、
の
ん
び
り
列
車
の
旅
を
満

喫
し
て
み
て
は
。

問
生
活
防
災
課
市
民
生
活
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
1
）

　

JR越前東郷－美山駅間を走る代行バスに乗車する乗客。大野

から福井まで乗車する場合、美山駅まで越美北線に乗って代行バ

スに乗り換え、その後、越前東郷駅で再び越美北線への乗り換え
が必要となっています。（5月7日、JR美山駅前）

「喜び」・「期待」の声

　

全線復旧を前に、沿線住民や利用者など

の喜び・今後の期待の声を集めました。

沿線住民など・喜

びの声

　

福井豪雨の翌年、

下庄をよくする会な

どが中心となって、

線路沿いにタイムの

花を植えました。作

業に参加した陽明町

四丁目の長谷川収さん

（写真）は「豪雨の影響を受けて廃線にならないか心配

しましたね。越美北線は身近に感じていて、列車の通る

音でだいたいの時間が分かります。自分も少しでも乗っ

ていきたいですし、多くの方に乗ってもらいたいです

ね」と話してくれました。

　

JR越前大野駅構内の売店に勤務する帰山艶子さんは

「高齢者だけでなく若い方でも乗り換えが面倒との声が

多く聞かれたので、全線復旧に皆さん期待していると思

います。一人でも多くの方に乗ってほしいですね」と話

してくれました。

利用者・期待の声

　

通学で毎日利用している男子大学生は「十時台の授業

に合う列車がないので、ダイヤを見直してもらえるとあ

りがたい」。女子高生二人は「帰りの時間を気にしな

がらの生活なので、もう少しダイヤを増やしてもらえれ

ば」。通勤で毎日利用している会社員の男性は「以前

走っていた「快速」を復活させてほしいですね。車両数

を増やして、途中から乗車する方も座れるよう配慮して

もらえれば」と話してくれました。



自
主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う

資
機
材
購
入
に
補
助
も

　

近
年
、
地
震
や
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
の
自
然

災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
三

月
二
十
五
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
考
え
方
で
す
。
ど
れ

が
欠
け
て
も
、
防
災
力
強
化
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
自
主
防
災
組
織
は
共
助
の
考
え
に

基
づ
き
、
活
動
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。
あ

な
た
の
区
で
も
ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
力
で
守
る

　

平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
道
路
や
電

気
、
ガ
ス
な
ど
の
生
活
基
盤
の
崩

壊
や
職
員
自
身
の
被
災
な
ど
か

ら
、
災
害
発
生
直
後
、
防
災
関
係

機
関
の
活
動
が
十
分
に
機
能
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
隣

近
所
な
ど
多
く
の
人
が
協
力
し
合

い
、
救
助
活
動
に
参
加
し
て
尊
い

命
を
守
っ
た
事
例
や
、
火
災
の
初

期
消
火
を
行
い
延
焼
を
防
い
だ
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
の
地
震
な
ど
災
害
に
備
え

て
、
集
落
で
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
地
域
を
守

る
こ
と
は
、
自
分
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
次
ペ
ー
ジ
の

組
織
図
を
参
考
に
役
割
分
担
し
ま

す
。
そ
の
上
で
、
活
動
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
を
決

め
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
組
織
全
体
を
統
括

す
る
た
め
、
自
ら
が
防
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
全
体
や
組

織
内
部
の
現
状
把
握
に
努
め
、
活

動
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

　

自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動
は

大
き
く
「
平
常
時
」
と
「
災
害

時
」
に
分
か
れ
ま
す
。
特
に
平
常

時
か
ら
組
織
内
の
連
携
や
地
区
住

民
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
訓
練
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

災害の拡大を最小限に
「自助・共助・公助」

◆自助：「自分の命は自分で守

る」を基本に、災害時すばや

く安全対策を行うほか、避難

持ち出し袋の常備や家財道具

の震災対策などを行うこと

◆共助：自分の地域に住む人た

ちと協力し合って、隣近所の

住民の安全確保や救助活動な

どを実施すること

◆公助：市役所や消防などの行

政機関が災害状況の把握や必

要物資の供給などを通して行

う対策のこと

組織内の「人のつながり」が大事

　

平成17年に自主防災

組織「ネット美里」を

結成。以後、区を挙げ

て防災訓練などを実施

美里区区長

佐々木慶男さん

　

平成16年に発生した福井豪雨では、近くを

流れる清滝川がはんらん寸前でした。区民か

らも問い合わせが相次ぎ、避難などに対応で

きる組織の必要性を感じました。自主防災組

織は、災害弱者をいかに救済するかが最大の

課題だと思います。設立後は毎年避難訓練を

実施し、区民それぞれが何をすべきか考える

機会としています。炊き出し訓練で女性の力

が必要と感じ、女性部を新たに設立。組織内

の「人のつながり」が大事だと思います。



【
平
常
時
の
例
】

▼
地
域
内
の
安
全
点
検

▼
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

▼
防
災
訓
練
な
ど

※
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
に
普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
（
T
E
L
6
6
・
0
1
1
9
。

事
前
予
約
が
必
要
）

　

【
災
害
時
の
例
】

▼
初
期
消
火

▼
救
出
・
救
助

▼
情
報
収
集
・
伝
達

▼
避
難
誘
導

▼
避
難
所
の
管
理
・
運
営
な
ど

組
織
強
化
に
支
援

　

市
で
は
昨
年
度
、
集
中
豪
雨
な

ど
が
発
生
し
た
と
き
の
情
報
伝
達

の
方
法
や
、
高
齢
者
な
ど
災
害
弱

者
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
避
難
支

援
策
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
防
災
計

画
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
有
事
か
ら
住
民
を
守
る
た

め
、
市
の
責
務
な
ど
を
定
め
た
国

民
保
護
計
画
の
策
定
や
、
河
川

が
は
ん
ら
ん
し
た
場
合
の
被
害

予
測
を
示
し
た
地
図
（
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
）
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
和
泉
地
区
の
避
難
所
な
ど

を
追
加
し
た
防
災
マ
ッ
プ
は
全
世

帯
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

真
名
川
以
西
の
約
一
万
世
帯
を
対
象
に
、

五
月
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
育
成
・

強
化
す
る
た
め
、
防
災
資
機
材
を

整
備
す
る
組
織
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
、
「
地
域
の
安
全
は
地

域
で
守
る
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
情
報
収
集
伝
達
や
避
難

誘
導
の
際
、
必
要
と
な
る
ト
ラ

　

ン
シ
ー
バ
ー
や
ラ
ジ
オ
、
拡
声

器
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
備
品

購
入
や
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど

補
助
額
事
業
費
の
三
分
の
二
以

内
（
五
万
円
を
限
度
）

問
生
活
防
災
課
防
災
防
犯
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
2
）

組織図・主な役割分担の例

　

自主防災組織の組織図と役割分担の一例を紹介します。

組織編成の参考にしてください。

会長

副会長

副会長

副会長

平常時の役割 災害時の役割

消火班
消火器の使い方講習、火災

予防、消火訓練
初期消火活動

救出・救助班
救助用資機材の調達・整備

救出・救助訓練
救出・救助活動

情報班
情報収集伝達訓練

巡回広報

情報の収集伝達

防災機関への被害報告

避難誘導班
避難路の安全点検

避難訓練

避難呼び掛け、避難人員点呼

安全な避難誘導

生活班
炊き出し訓練と用具の確保

避難生活計画作成

炊き出し、物資配分の協力

生活相談や心のケア

衛生救護班
応急手当や衛生知識の普及

仮設便所の設置対策検討

重傷者搬送、防疫の協力

し尿対策などの報告

安全点検班 危険物の調査 被災後の巡回、安全点検

清掃班 ごみ処理対策 ごみの処理、障害物の除去
補修班 家具等の補修 屋根の応急修理など

※住民に対する啓発活動や防災活動に専門的に携わり、災害時は副会長とともに会長を補佐し、各班の活

動を統括する「防災委員」を設置するとよい

※地域の実情に応じた班編成を検討してください

※災害はいつ起こるか分かりません。昼と夜の班編成人員や活動内容を検討してください

※高齢者など災害弱者対策は、専任の班を設けて取り組むことも必要です



6
月
は
環
境
月
間

「
地
下
水
」

と

「
豊

か
な
自
然
」
を
後
世
に

　

近
年
、
環
境
破
壊
を
危
ぶ
む
ニ
ュ
ー
ス

が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
は
環
境
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

地
下
水
を
は
じ
め
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を

受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
今
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

暖
冬
で
地
下
水
位
低
下

　

水
は
命
の
源
で
あ
り
、
私
た
ち

人
間
は
も
と
よ
り
地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
市
は
昔
か
ら
地
下
水
に
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
り
、
今
も
炊
事
や

洗
濯
な
ど
の
日
常
生
活
だ
け
で
な

く
、
工
業
や
農
業
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
用
途
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る

こ
の
地
下
水
は
、
地
上
に
降
っ
た

雨
や
雪
が
地
下
に
浸
透
し
、
長
い

年
月
を
経
て
湧
い
て
き
ま
す
。
と

こ
ろ
が
近
年
、
年
間
降
雨
（
降

雪
）
量
の
減
少
や
地
下
水
が
浸
透

し
に
く
い
市
街
地
の
面
積
拡
大
な

ど
か
ら
、
地
下
水
位
は
低
下
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
冬
期
の
降
雪
量
が
少
な

か
っ
た
今
年
は
、
例
年
と
比
較
し

て
水
位
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。

地
下
水
注
意
報
や
警
報
な
ど
の

地下水保全に各種補助や助成

－基金への協力もお願いします－

　

市では、地下水保全に向けた取り組みに補助や助成を行って

います。また保全基金への寄付金を保全活動助成の財源や上流
地域での地下水かん養事業に活用しています。

◆地下水再利用施設等設置促進事業補助

　

市内で地下水をくみ上げて使っている

事業所が、次の対象施設・水量測定器を
設置する場合、対象経費の一部を補助し

ます。

対象施設等1地下水の循環再利用施設
2節水型機器への改造

3地下水保全条例で設置が

義務付けられている水量

測定器

補助金額対象経費の3分の1
※12は400万円、3は10万円が上限

◆地下水保全活動助成

　

市民、市民で組織する団体または地下

水保全条例に規定する抑制地域にある事

業所が、次の対象事業を実施する場合、

対象経費の一部を助成します。
対象事業1地下水や表流水の調査研究

2地下水や表流水の保全のた

めの啓発活動
3地下水の合理的利用または

節水のための施設整備

補助金額対象経費の2分の1
※12は10万円、3は50万円が上限

地下水保全基金

　

平成12年12月、市民の共有財産といえる地

下水の保全に向けて設置した基金です。基金

は、趣旨に賛同される皆さんからの寄付金など

を原資としています。地下水を守り、水と緑に

恵まれた私たちのふるさとを将来の世代に引き

継ぐため、皆さんのご協力をお願いします。

　

なお、昨年度には次の方々から基金への寄付

をいただきました。ありがとうございました。

平成18年度寄付者（順不同）

・越前信用金庫様

・ニチコン株式会社様

・福井システムズ株式会社様

・有限会社南部酒造場様

・野田佳江様

・前田孝様

・大野市職員共済会様

・ほか匿名2件

問環境衛生課環境衛生係（TEL66・1111内線542）



基
準
観
測
井
と
な
っ
て
い
る
春
日
公

園
の
水
位
で
比
較
し
て
み
る
と
、

過
去
十
年
間
の
四
月
の
平
均
水
位

は
四
．
九
九
ｍ
。
そ
れ
が
今
年
は

四
月
二
十
二
日
現
在
、
六
．
八
六

ｍ
と
約
二
ｍ
低
下
し
て
い
ま
す
。

田
植
え
の
時
期
を
迎
え
て
一
時

的
に
水
位
は
回
復
し
ま
し
た
が

（
五
月
十
日
現
在
、
同
観
測
井
で

五
．
三
九
ｍ
）
、
例
年
に
比
べ
て

水
位
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
資
源
で
す
。
節
水
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
平
成
十
二
年
に
策
定
し

た
「
大
野
市
環
境
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
十
二
年

を
基
準
年
次
、
十
年
後
の
二
十
二

年
を
目
標
年
次
と
し
て
数
値
目
標

を
設
定
。
三
十
年
後
の
四
十
二
年

を
展
望
し
な
が
ら
、
基
本
的
施
策

や
行
動
指
針
な
ど
の
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
二
十
二
年
ま
で
に

実
行
す
べ
き
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
や
数
値
目
標
な
ど
を
定
め
た

「
後
期
進
行
管
理
実
行
計
画
」
を
策

定
。
そ
の
中
で
、
次
の
三
点
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
環
境
基
本
計
画
の
遅
延
対

策
の
推
進

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用
し

て
、
実
行
計
画
に
定
め
る
項
目
の

数
値
目
標
達
成
状
況
や
各
種
公
害
測
定

デ
ー
タ
な
ど
、
市

の
環
境
に
関
す
る
資
料

を
広
く
情
報
提
供
で
き

る
「
環
境
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
の
下
水

道
施
設
整
備
の
ほ
か
、

山
林
環
境
の
保
全
や
廃

棄
物
減
量
な
ど
、
重
点

施
策
で
取
り
組
み
が
遅

れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

る
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
公
共
施
設
へ
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
検
討
、
実
施

　

市
庁
舎
や
小
中
学
校
、
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設
に
、
太
陽
光
な

ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
整
備
を
行
う
か
方
向
性
を
検
討

し
、
導
入
を
図
り
ま
す
。

▼
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し

　

こ
の
環
境
基
本
計
画
の
総
括
を

行
っ
た
上
で
、
平
成
二
十
二
年
度

以
降
の
環
境
保
全
と
環
境
創
造
に

関
す
る
基
本
的
な
指
針
な
ど
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。
ま
た
関
連
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

意
識
持
っ
て
取
り
組
も
う

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
地
下
水
を
は
じ
め
美
し
い
自
然

は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
県
外
の
人
に

大
野
の
印
象
に
つ
い
て
聞
か
れ
、

「
水
」
、
「
自
然
」
、
「
星
空
」
な
ど

と
話
す
人
も
多
い
は
ず
で
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
は
今
の
世

代
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
将

来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
環

境
に
意
識
を
持
っ
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

和泉地区で4月21日に行われたクリーン
アップ活動には、区民など約300人が参加。

6
年
ぶ
り
内
容
一
新

市
勢
要
覧
を
発
刊

　

市
で
は
、
平
成
十
九
年
版
の

市
勢
要
覧
を
作
製
し
ま
し
た
。

要
覧
は
主
に
、
市
内
外
に
広
く

市
の
概
要
を
説
明
す
る
資
料
と

し
て
使
用
し
ま
す
。

　

今
回
、
六
年
ぶ
り
に
内
容
を

一
新
し
ま
し
た
。
「
人
が
元
気
・

産
業
が
元
気
・
自
然
が
元
気
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
当
市

の
姿
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
。

ま
た
、
従
来
の
グ
ラ
ビ
ア
編
、

資
料
編
の
二
部
構
成
か
ら
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
形
式
に
変
更
し
、
本
編
、

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
、
資
料
編

を
表
紙
を
兼
ね
た
ケ
ー
ス
に
収
納

し
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
A
4
判
（
マ
ッ
プ

は
A
3
判
）
。
本
編
と
マ
ッ
プ
は

四
色
カ
ラ
ー
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

で
二
千
部
、
資
料
編
は
一
色
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
で
、
毎
年
内
容
を
更

新
す
る
た
め
四
百
部
を
発
行
し
ま

し
た
。主

な
特
徴

【
本
編
】

▽
歴
史
、
自
然
、
水
、
交
流
、
産
業
、

文
化
、
食
、
人
づ
く
り
、

健
康
・
福
祉
の
分
野
で
構
成
。

特
別
付
録
大
野
図
鑑
と
し
て
、

大
野
市
百
選
特
集
な
ど
を
掲
載

▽
英
語
と
中
国
語
に
よ
る
要
約
を

併
記

【
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
】

▽
大
野
の
自
然
や
観
光
地
を
紹
介

【
資
料
編
】

▽
気
象
、
人
口
、
財
政
、
産
業
経

済
な
ど
の
デ
ー
タ
と
大
野
市
の

年
表
を
掲
載

問
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
4
1
）



生
活
習
慣
病
予
防
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予

防
す
る
に
は
、
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
主
な
方
法
に
健
康
診
査
（
健
診
）
が
あ
り
ま

す
。
健
診
の
項
目
は
血
圧
や
血
液
検
査
な
ど
約
三
十
項

目
か
ら
な
り
、
結
果
は
本
人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

職
場
や
市
の
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
送

ら
れ
て
く
る
検
査
結
果
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
健
康
な
体
が
維
持
で
き
、

医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

危
険
信
号
を
キ
ャ
ッ
チ

　

忙
し
い
生
活
の
中
で
、
規
則
正

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
は
な
か
な

か
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
早

寝
、
早
起
き
」
や
「
一
日
三
食
」

な
ど
、
分
か
っ
て
い
て
も
実
践
で

き
て
い
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
々
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

が
原
因
で
起
こ
る
病
気
が
生
活
習

慣
病
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
は
複
合
生
活
習
慣
病
と

も
言
わ
れ
、
病
気
の
重
症
化
は
も

ち
ろ
ん
、
動
脈
硬
化
の
進
行
に
伴

う
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
危
険
率

を
高
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
す
る
た

め
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
自

分
の
体
か
ら
発
信
さ
れ
る
危
険
信

号
を
的
確
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
対
処

し
ま
し
ょ
う
。

受
診
結
果
の
理
解
を

　

市
で
は
五
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程

は
『
広
報
お
お
の
』
別
冊
み
っ
け

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
健
診
を
希
望
す
る
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
（
T
E
L
6
5
・
7
3
3
3
）

ま
で
。

　

健
診
は
、
各
地
区
の
公
民
館
や

集
落
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
問
診
票

に
記
入
し
た
上
で
各
種
検
査
が
受

診
で
き
ま
す
。
ま
た
同
会
場
で
胃

や
大
腸
な
ど
の
が
ん
検
診
も
同
時

開
催
し
て
い
ま
す
。
一
度
足
を
運

ぶ
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メタボリックシンドロームとは？

　

メタボリックシンドロームは、内臓蓄積型の肥満に高血圧や糖尿病、高

脂血症、喫煙するなどの要因が重なる状態を指します。この要因を複数持

つことで動脈硬化が一気に進み、脳梗塞や心筋梗塞などの病気になる危険

割合を引き上げるといわれています。普段から予防対策をしましょう。

●糖尿病●高脂血症

●高血圧●喫煙している

ウエスト回り

（男）85ｃｍ以上（女）90ｃｍ以上

動脈硬化が進み

脳梗塞や心筋梗塞

主な予防対策

肥満度を示すBMIの適正体重を心掛け、肥満解消を

※BMI＝体重（キロ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が18．5－24．9で

適正

早歩きで20分以上を週2回以上実践するなど運動を

※ひざや腰を痛めている方は主治医の指示を受けて

自分の健康はもちろん、周囲の方が煙を吸って害を受ける

“受動喫煙”対策として禁煙に挑戦を

うす味にする、野菜を食べるなど、バランス良く食事を。

ゆっくりよくかんで食べることや夜9時以降は食べない工

夫も



　

健
診
受
診
か
ら
約
一
カ
月
後
、

本
人
に
結
果
が
通
知
さ
れ
、
各
検

査
項
目
と
異
常
か
ど
う
か
を
示
す

判
定
基
準
値
が
記
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
異
常
が
見
ら
れ
る
項
目
は
説

明
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
栄

養
士
が
健
康
栄
養
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
随
時
電
話
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
健
康
栄
養
相
談

日
程
七
月
十
日
、
八
月
七
日
、

九
月
十
一
日
、
十
月
九
日
、

十
一
月
十
三
日
、
十
二
月
十
一

日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

時
間
午
前
九
時
－
十
一
時

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

利
用
料
無
料

知
っ
て
ま
す
？
保
健
推
進
員

　

二
百
十
三
の
行
政
区
に
一
人

（
世
帯
数
の
多
い
区
は
複
数
名
）

い
る
保
健
推
進
員
。
あ
な
た
は
自

分
の
区
の
保
健
推
進
員
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

保
健
推
進
員
は
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
が
委
嘱

し
て
い
る
も
の
で
、
任
期
は
今
年

四
月
か
ら
の
二
年
間
。
主
な
活
動

と
し
て
、
各
種
健
診
の
受
診
を
勧

め
た
り
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

P
R
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
も

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
す
る
に
当
た
っ
て

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊

重
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
中

に
知
り
得
た
個
人
情
報
は

責
任
を
持
っ
て
守
っ
て
く

れ
ま
す
。
保
健
推
進
員
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課
健
康
増

進
係
（
T
E
L
6
5
・
7
3
3
3
）

保健推進員委嘱式（4月20日保健センター）

自分の詩「おやすみスプーン」を朗読する

正津勉さん（右）と長女の中村真夕監督

中
村
真
夕
さ
ん
初
監
督
作
品

「
ハ
リ
ヨ
の
夏
」
上
映
さ
れ
る

－
正
津
勉
さ
ん
（
当
市
出
身
・
詩
人
）
と
の
親
子
対
談
も
－

　

当
市
出
身
の
詩
人
、
正
津
勉
さ

ん
の
長
女
で
映
画
監
督
の
中
村
真

夕
さ
ん
の
作
品
「
ハ
リ
ヨ
の
夏
」

の
上
映
会
が
四
月
二
十
七
日
、
学

び
の
里
「
め
い
り
ん
」
で
開
か
れ

ま
し
た
。
市
民
約
三
百
人
が
鑑
賞
。

　

上
映
後
に
は
親
子
に
よ
る
対
談

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
中
村
さ
ん
が
劇
場

映
画
と
し
て
初
め
て
監
督
し
た
も

の
で
す
。
主
人
公
の
女
子
高
生
が

妊
娠
、
出
産
を
経
験
し
な
が
ら
未

婚
の
母
と
し
て
成
長
す
る
姿
を
、

ハ
リ
ヨ
が
ふ
化
し
成
長
す
る
姿
と

重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
ま

す
。
撮
影
に
当
た
っ
て
は
、
本
願

清
水
イ
ト
ヨ
の
里
森
誠
一
館
長
に

よ
る
ハ
リ
ヨ
の
飼
育
指
導
や
資
料

提
供
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
映
会
終
了
後
、
正
津
さ
ん
と

の
親
子
対
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
中
村
さ
ん
は
「
思
春
期

の
少
女
を
描
き
た
い
と
考
え
な
が

ら
父
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
父
の
故

郷
に
生
息
す
る
イ
ト
ヨ

を
登
場
さ
せ
よ
う
と
思
い
つ

き
ま
し
た
。
で
も
イ
ト
ヨ
の
生
息

す
る
本
願
清
水
が
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
て
持
ち
出
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
ト
ゲ
ウ
オ

科
の
ハ
リ
ヨ
を
使
い
ま
し
た
。
イ

ト
ヨ
の
清
流
に
し
か
す
め
な
い
特

性
と
少
女
の
繊
細
さ
、
そ
し
て
思

春
期
の
女
の
子
の
心
に
あ
る
、
自

分
よ
り
年
上
の
男
性
に
ひ
か
れ
る

気
持
ち
を
描
き
た
か
っ
た
」
と
説

明
。
正
津
さ
ん
は
「
映
画
の
中
で
、

ハ
リ
ヨ
が
う
ま
く
使
わ
れ
て
い
て

良
か
っ
た
」
と
作
品
を
褒
め
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
大
野
の
魚
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
す
ば
ら
し
い
映
画

だ
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
最
後
に
は
、
劇
中
に
も

使
わ
れ
て
い
た
正
津
さ
ん
の
詩

「
お
や
す
み
ス
プ
ー
ン
」
を
、
正

津
さ
ん
自
身
が
朗
読
す
る
企
画
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
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